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全国のさまざまなお客さまが抱える課題に向き合い、
サービスを提案します

明日の地球の最適解を。
オリックス環境は、全国約1,000社※1の事業者と提携、
資源・廃棄物の回収から処理にかかるさまざまな業務の管理・代行を行っています。
自社施設での資産管理・新しい処理方法のトライアル検証など、
お客さまそれぞれの課題やニーズに柔軟な対応ができるサービスを提案します。

www.orix.co.jp/eco/

詳しくは次ページへ資源循環フローの提案から支払いとりまとめまで
多彩な管理・代行業務を提案しています。

Please visit 
our website.

春日部工場
（オリックス環境）
OA･IT機器リサイクル／回収／
手解体／データ消去／素材化

浦安ストックヤード
（オリックス環境）
不用物のリユース・リサイクル／
回収・検品／データ消去

神戸ストックヤード
（オリックス環境）

「エコポート」管理型最終処分場
（ジークライト）

バイオガス発電施設
（オリックス資源循環）

乾式メタン発酵・発電事業

大規模リサイクル施設
（オリックス資源循環）

廃棄物の完全再資源化

船橋工場
（オリックス環境）

廃棄物収集運搬・処理

全都道府県を
カバー※2

全国約1,000社※1の
提携事業者とのネットワーク
オリックスグループ運営施設

※1 2024年3月時点
※2 島しょ部での作業の場合は、ご相談ください。
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オリックスグループは、1964年にリース事業からスタートして、
以降は隣接分野に進出、新たな専門性を獲得することにより事業を進化させてきました。
現在は、法人金融・環境エネルギー・事業投資など多角的に事業を展開しています。
オリックス環境は、リース終了物件の適正処理から派生し、
資源・廃棄物を「集める」「管理する」「再生する」バリューチェーンを構築、
約1,000社※の提携事業者との連携による全国展開のほか、ストックヤード・リサイクル工場を運営しています。
資源・エネルギーを「つなぎ、循環」することにより、サーキュラー・エコノミーの移行・実現を推進します。

オリックス環境は、
オリックスグループの各社と連携して
サーキュラー・エコノミーを推進します

会社概要

商　号 オリックス環境株式会社
（ORIX Eco Services Corporation）

設　立 1998年4月1日

決算期 3月

株　主 オリックス株式会社100％

所在地

本　社 〒105-5135　東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービル南館
TEL：03-6777-3101　FAX：03-6777-4101

営業拠点

西日本営業部 〒550-0005　
大阪府大阪市西区西本町1-4-1
オリックス本町ビル
TEL：06-6578-1510　FAX：06-6578-1511

工場およびヤード

船橋工場 〒273-0017　千葉県船橋市西浦2-16-1
TEL：047-432-6711　FAX：047-432-6716

春日部工場 〒344-0057　埼玉県春日部市南栄町8-8
TEL：048-760-0211　FAX：048-760-0212

浦安ストックヤード

神戸ストックヤード

主な事業内容 1．再資源化物（原料・素材・部品・中古品）の取引
2．廃棄物の収集・運搬
3．廃棄物の中間処理
4．廃棄物処理等の仲介業務およびコンサルティング
5．上記に付随する事務業務支援

1998年 4月 オリックス環境株式会社設立

廃棄物処理業者仲介ビジネス開始

リース終了物件取扱開始

1999年 2月 古物商許可取得

2005年 12月 第一種貨物利用運送事業登録

2008年 5月 ストックヤード事業を開始

2011年 4月 船橋環境株式会社本社工場内にて、
同社との協業による金属資源事業を開始

2013年 4月 船橋環境株式会社が
オリックス環境株式会社を吸収合併、
オリックス環境株式会社へ商号変更

船橋工場開設

2016年 2月 春日部工場開設

2016年 8月 小型家電リサイクル事業者認定取得

2017年 2月 優良産廃処理業者認定を取得
（船橋市/処分業）

2019年 12月 使用電力を
100％再生可能エネルギー由来の電力に
切り替え
（船橋工場・春日部工場）

2020年 3月 記憶装置のデータ破壊
オンサイト受託サービスを開始

太陽光パネルの適正処理サービスを
全国で開始

2023年 5月 PTP包装廃材の
マテリアルリサイクル事業を開始

1 3 4

オリックスは、1995年から環境エネルギー事業
をスタートして、以降は環境分野とエネルギー
分野の領域で事業を展開・拡大しています。
環境分野では、オリックス環境のほか、オリッ
クス資源循環・ジークライトが大規模リサイク
ル施設・バイオガス発電施設・管理型最終処分
場など各施設を運営。
グループ各社とオリックス環境の全国ネット
ワークが連携し、資源・廃棄物の回収からリサ
イクル・適正処分まで、お客さまの課題やニー
ズに応じたサービスを提案しています。

リサイクル 生 産

消 費

生産活動に
おける循環

消費活動に
おける循環

生産工程の廃棄物を還流
製造やサービス提供の工程で発生した廃
棄物を回収、素材・エネルギーとして再利用
可能な状態に再生→市場・排出者に還流す
る仕組みを提案します。
例 薬品製造の過程で排出される
PTPシートの端切れ

再利用を想定した部品や素材を提供
再利用を想定した製品作りに適する部品・素材の確保・
提供の仕組みを作ります。
例 再生プラスチック材、リユース部材廃棄物を素材や

エネルギーに
廃棄物を、新たな製品製造の
ための素材・エネルギーとし
て再利用可能な状態に再生、
市場・排出者に還流します。
例 業務用空調機器、
ショーケース、自動販売機

不用となった製品を還流
消費活動により不用となった製品を買取、中古品・素材とし
て、市場・排出者に還流します。
例 サーバー、パソコン、オフィス什器

私たちオリックス環境は、5つの多様な基盤を持ったユニークな会社です。
その基盤とは、“排出事業者としての経験”、“リサイクル業者としての知見”、“全国ネットワークを持つ連携力”、
“幅広い顧客層・経営層との強固なリレーション”、“脱炭素化へのチャレンジと実績”のこと。
資源の採掘から生産・消費・廃棄に関わるさまざまな立場をつなぎ、課題解決をサポートしていきます。

オリックス環境の基盤を表すキーワード

オリックス環境の管理・代行業務（一部）

オリックス環境オリックス環境
オリックスグループの環境エネ
ルギー事業の実績を生かし、電
力の再エネ化を含む環境課題
を、総合的に解決するサービス
を提供しています。

オリックスグループのリース・レ
ンタル事業から生じる使用済
み資産の適正管理を担ってい
ます。

産廃処理施設を関東で、ストッ
クヤード（資産の集約・管理・
データ消去）を関東・関西で運
営しています。

全国約1,000社※の資源循環
に関わる事業者と提携し、さま
ざまな品目・エリアで、約
1,500社※のお客さまに利用
いただいています。

オリックスグループのチャネル
を背景に、多くのお客さまに対
して、実務課題から経営課題ま
でそれぞれのニーズに沿った
提案が可能です。

脱炭素化への
チャレンジと
実績

リサイクル業者
としての知見

排出事業者
としての経験

全国
ネットワークを
持つ連携力

幅広い
顧客層・経営層との

強固な
リレーション

資源循環フローの提案1 不用物の処理に関するフローの提案を行います。

提携事業者の選定・紹介2 オリックス環境で独自に構築したネットワーク企業からお客さまのニーズに合う会社を選定し、紹介します。

価格・条件交渉代行3 複数のネットワーク企業から見積もりを取得し、価格・条件等の交渉を代行します。

契約締結支援4 お客さまと各ネットワーク企業間の契約締結をサポートします。

受発注業務対応・電子マニフェスト導入支援5 お客さまからの回収・配車依頼にワンストップで対応します。
電子マニフェスト導入を要望のお客さまをサポートします。

支払いとりまとめ・精算代行6 複数のネットワーク企業からの請求をとりまとめ、請求書を１本化します。

※2024年3月時点

※2024年3月時点

全国事業者とのネットワーク

環境分野の国内グループ各社

オリックス環境
金属系リサイクル施設
（中間処理）
ストックヤード
（ 集約・管理・
データ消去）

オリックス資源循環
大規模リサイクル施設
（ガス化改質方式溶融炉）
バイオガス発電施設
（乾式メタン発酵・発電事業）

ジークライト
管理型最終処分場

オリックス
サーキュラー・エコノミー
関連事業の構築

沿　革
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神戸ストックヤード
 （オリックス環境）

「エコポート」管理型最終処分場
（ジークライト）

バイオガス発電施設
（オリックス資源循環）

乾式メタン発酵・発電事業

大規模リサイクル施設
（オリックス資源循環）

廃棄物の完全再資源化

船橋工場
 （オリックス環境）

廃棄物収集運搬・処理

全都道府県を
カバー※2

全国約1,000社※1の
提携事業者とのネットワーク
オリックスグループ運営施設

※1 2024年3月時点
※2 島しょ部での作業の場合は、ご相談ください。
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オリックスグループは、1964年にリース事業からスタートして、
以降は隣接分野に進出、新たな専門性を獲得することにより事業を進化させてきました。
現在は、法人金融・環境エネルギー・事業投資など多角的に事業を展開しています。
オリックス環境は、リース終了物件の適正処理から派生し、
資源・廃棄物を「集める」「管理する」「再生する」バリューチェーンを構築、
約1,000社※の提携事業者との連携による全国展開のほか、ストックヤード・リサイクル工場を運営しています。
資源・エネルギーを「つなぎ、循環」することにより、サーキュラー・エコノミーの移行・実現を推進します。

オリックス環境は、
オリックスグループの各社と連携して
サーキュラー・エコノミーを推進します

会社概要

商　号 オリックス環境株式会社
（ORIX Eco Services Corporation）

設　立 1998年4月1日

決算期 3月

株　主 オリックス株式会社100％

所在地

本　社 〒105-5135　東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービル南館
TEL：03-6777-3101　FAX：03-6777-4101

営業拠点

西日本営業部 〒550-0005　
大阪府大阪市西区西本町1-4-1
オリックス本町ビル
TEL：06-6578-1510　FAX：06-6578-1511

工場およびヤード

船橋工場 〒273-0017　千葉県船橋市西浦2-16-1
TEL：047-432-6711　FAX：047-432-6716

春日部工場 〒344-0057　埼玉県春日部市南栄町8-8
TEL：048-760-0211　FAX：048-760-0212

浦安ストックヤード

神戸ストックヤード

主な事業内容 1．再資源化物（原料・素材・部品・中古品）の取引
2．廃棄物の収集・運搬
3．廃棄物の中間処理
4．廃棄物処理等の仲介業務およびコンサルティング
5．上記に付随する事務業務支援

1998年 4月 オリックス環境株式会社設立

廃棄物処理業者仲介ビジネス開始

リース終了物件取扱開始

1999年 2月 古物商許可取得

2005年 12月 第一種貨物利用運送事業登録

2008年 5月 ストックヤード事業を開始

2011年 4月 船橋環境株式会社本社工場内にて、
同社との協業による金属資源事業を開始

2013年 4月 船橋環境株式会社が
オリックス環境株式会社を吸収合併、
オリックス環境株式会社へ商号変更

船橋工場開設

2016年 2月 春日部工場開設

2016年 8月 小型家電リサイクル事業者認定取得

2017年 2月 優良産廃処理業者認定を取得
（船橋市/処分業）

2019年 12月 使用電力を
100％再生可能エネルギー由来の電力に
切り替え
（船橋工場・春日部工場）

2020年 3月 記憶装置のデータ破壊
オンサイト受託サービスを開始

太陽光パネルの適正処理サービスを
全国で開始

2023年 5月 PTP包装廃材の
マテリアルリサイクル事業を開始
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オリックスは、1995年から環境エネルギー事業
をスタートして、以降は環境分野とエネルギー
分野の領域で事業を展開・拡大しています。
環境分野では、オリックス環境のほか、オリッ
クス資源循環・ジークライトが大規模リサイク
ル施設・バイオガス発電施設・管理型最終処分
場など各施設を運営。
グループ各社とオリックス環境の全国ネット
ワークが連携し、資源・廃棄物の回収からリサ
イクル・適正処分まで、お客さまの課題やニー
ズに応じたサービスを提案しています。

リサイクル 生 産

消 費

生産活動に
おける循環

消費活動に
おける循環

生産工程の廃棄物を還流
製造やサービス提供の工程で発生した廃
棄物を回収、素材・エネルギーとして再利用
可能な状態に再生→市場・排出者に還流す
る仕組みを提案します。
例 薬品製造の過程で排出される
PTPシートの端切れ

再利用を想定した部品や素材を提供
再利用を想定した製品作りに適する部品・素材の確保・
提供の仕組みを作ります。
例 再生プラスチック材、リユース部材廃棄物を素材や

エネルギーに
廃棄物を、新たな製品製造の
ための素材・エネルギーとし
て再利用可能な状態に再生、
市場・排出者に還流します。
例 業務用空調機器、
ショーケース、自動販売機

不用となった製品を還流
消費活動により不用となった製品を買取、中古品・素材とし
て、市場・排出者に還流します。
例 サーバー、パソコン、オフィス什器

私たちオリックス環境は、5つの多様な基盤を持ったユニークな会社です。
その基盤とは、“排出事業者としての経験”、“リサイクル業者としての知見”、“全国ネットワークを持つ連携力”、
“幅広い顧客層・経営層との強固なリレーション”、“脱炭素化へのチャレンジと実績”のこと。
資源の採掘から生産・消費・廃棄に関わるさまざまな立場をつなぎ、課題解決をサポートしていきます。

オリックス環境の基盤を表すキーワード

オリックス環境の管理・代行業務（一部）

オリックス環境オリックス環境
オリックスグループの環境エネ
ルギー事業の実績を生かし、電
力の再エネ化を含む環境課題
を、総合的に解決するサービス
を提供しています。

オリックスグループのリース・レ
ンタル事業から生じる使用済
み資産の適正管理を担ってい
ます。

産廃処理施設を関東で、ストッ
クヤード（資産の集約・管理・
データ消去）を関東・関西で運
営しています。

全国約1,000社※の資源循環
に関わる事業者と提携し、さま
ざまな品目・エリアで、約
1,500社※のお客さまに利用
いただいています。

オリックスグループのチャネル
を背景に、多くのお客さまに対
して、実務課題から経営課題ま
でそれぞれのニーズに沿った
提案が可能です。

脱炭素化への
チャレンジと
実績

リサイクル業者
としての知見

排出事業者
としての経験

全国
ネットワークを
持つ連携力

幅広い
顧客層・経営層との

強固な
リレーション

資源循環フローの提案1 不用物の処理に関するフローの提案を行います。

提携事業者の選定・紹介2 オリックス環境で独自に構築したネットワーク企業からお客さまのニーズに合う会社を選定し、紹介します。

価格・条件交渉代行3 複数のネットワーク企業から見積もりを取得し、価格・条件等の交渉を代行します。

契約締結支援4 お客さまと各ネットワーク企業間の契約締結をサポートします。

受発注業務対応・電子マニフェスト導入支援5 お客さまからの回収・配車依頼にワンストップで対応します。
電子マニフェスト導入を要望のお客さまをサポートします。

支払いとりまとめ・精算代行6 複数のネットワーク企業からの請求をとりまとめ、請求書を１本化します。

※2024年3月時点

※2024年3月時点

全国事業者とのネットワーク

オリックスグループ/環境事業ユニット
オリックス環境

金属系リサイクル施設
（中間処理）
ストックヤード
（ 集約・管理・
データ消去）

オリックス資源循環
大規模リサイクル施設
（ガス化改質方式溶融炉）
バイオガス発電施設
（乾式メタン発酵・発電事業）

ジークライト
管理型最終処分場

オリックス
サーキュラー・エコノミー
関連事業の構築

沿　革



オリックスグループは、1964年にリース事業からスタートして、
以降は隣接分野に進出、新たな専門性を獲得することにより事業を進化させてきました。
現在は、法人金融・環境エネルギー・事業投資など多角的に事業を展開しています。
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オリックス環境は、
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TEL：03-6777-3101　FAX：03-6777-4101
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TEL：048-760-0211　FAX：048-760-0212

浦安ストックヤード

神戸ストックヤード

主な事業内容 1．再資源化物（原料・素材・部品・中古品）の取引
2．廃棄物の収集・運搬
3．廃棄物の中間処理
4．廃棄物処理等の仲介業務およびコンサルティング
5．上記に付随する事務業務支援
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★

許可・登録一覧 （★＝優良）

産業廃棄物処分業許可
第10420152190号　（船橋市）
第01120152190号　（埼玉県）

産業廃棄物収集運搬業許可
第00801152190号　（茨城県）
第00900152190号　（栃木県）
第01000152190号　（群馬県）
第01110152190号　（埼玉県）
第01200152190号　（千葉県）
第1300152190号　（東京都）
第01402152190号　（神奈川県）

第一種貨物利用運送事業登録
関自貨第1401号　（関東運輸局）

第一種フロン類充填回収業者登録
12A002419　（千葉県）
281000830　（兵庫県）

小型家電リサイクル認定事業者
第52号　（環境省・経済産業省）

古物商許可
第301091306839号　（東京都公安委員会）
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ECO25-1
2025.2

全国のさまざまなお客さまが抱える課題に向き合い、
サービスを提案します

明日の地球の最適解を。
オリックス環境は、全国約1,000社※1の事業者と提携、
資源・廃棄物の回収から処理にかかるさまざまな業務の管理・代行を行っています。
自社施設での資産管理・新しい処理方法のトライアル検証など、
お客さまそれぞれの課題やニーズに柔軟な対応ができるサービスを提案します。

詳しくは次ページへ資源循環フローの提案から支払いとりまとめまで
多彩な管理・代行業務を提案しています。

www.orix.co.jp/eco/
Please visit our website.
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全都道府県を
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全国約1,000社※1の
提携事業者とのネットワーク
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※1 2024年3月時点
※2 島しょ部での作業の場合は、ご相談ください。
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